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 ローダンセマムの新品種を育成しました！          （花き部）          

 ローダンセマムは北アフリカ等の山岳地帯を原産とするキク科の多年
草で、寒さに大変強く、花だけでなく特徴的な銀葉も楽しめる人気の高
い品目です。 

 

｢クレールピーチ｣は、花弁の色は表が白、裏が淡ピンクのバイカラーで
す。花が大きく、花弁数も極めて多いことからボリューム感に優れます。 

｢クレールローズ｣は、花色が濃いピンクで、花弁数が多く、こちらもボ
リューム感のある花です。 

両品種とも、節間が短くコンパクトになるほか、花茎が太く硬いことか
ら曲がりにくいため、草姿が長く維持されて観賞性に優れます。 

 

 耐寒性に優れるため、本県の平坦地域では保温のみで栽培することが
でき、省エネ生産が可能です。また、管理も比較的簡単で新規の方でも
容易に導入できるため、本県の冬の新しい苗物用品目として普及が期待
されます。 

 

 

 

 新たな県オリジナル品種として、流通品目が少ない冬期に生産できるローダン
セマム２品種を育成しました。 

 イチゴ新品種「華かがり」の出荷が始まりました！ （野菜・果樹部）           

 イチゴ新品種「華かがり」の本格的な生産、出荷が始まりました。 
  平成28年産は10ヶ所、約60aで現地実証が行われています。 

「華かがり」贈答用化粧箱 統一目揃え会 

クレールピーチ 

クレールローズ 

 イチゴの販売では、多くの各県オリジナル品種が市場に提供されています。そのような中で、岐阜県

新品種「華かがり」のブランド化には、明確な販売戦略に基づく商品開発、販売方法の確立が重要です。  

 当センターでは生産者、関係機関と連携し、「華かがり」の高品質安定生産技術の確立とともに、新

たなパッケージングやイベント向けの商品開発等に取り組んでいます。「華かがり」の販売促進をテコ

に「濃姫」､「美濃娘」を含めた「岐阜いちご」のブランド力向上を目指します。 



岐阜県農業技術センター         〒501-1152  岐阜市又丸729-1                Tel 058（239）3131 

                                                                  http://www.g-agri.rd.pref.gifu.lg.jp/ 

                             池田試験地        〒503-2407  揖斐郡池田町般若畑631-11  Tel 0585（45）3837 

 人  事  異  動 （平成 29年４月１日付 ）       よろしくお願いします。 
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 イチゴの害虫対策に取り組んでいます。        （病理昆虫部）          

天敵利用 

侵入対策 

ハダニ 

アザミウマ 

 イチゴの促成栽培では、ヒラズハナアザミウマやナミハダニによる被

害が問題となっており、対策が求められています。 

 ヒラズハナアザミウマは、施設内で越冬し増殖した個体や、５月頃に

野外から施設内へ大量に侵入してくる個体により、果実被害を発生させ

ます。有効な薬剤が少ないことから、施設への侵入対策技術や天敵製剤

を活用した防除技術を研究しています。 

 ナミハダニも、薬剤感受性の低下が一部で確認されるなど、難防除害

虫です。ハダニは、定植時に苗とともに本圃へ持ち込まれることが指摘

されているため、育苗施設における天敵製剤の活用法などを研究してい

ます。 

 キュウリ黄化えそ病の診断マニュアルを作製しました（土壌化学部）         

麦・大豆生産振興研修会で講演をしました（作物部） 

 

「平成２８年度 麦・大豆生産振興研修会」が３月１６日に開催され、小麦と大豆の研究成果について
講演を行いました。県産小麦が、平成２９年産より新品種「さとのそら」に切り替えられたことを踏ま
え、「さとのそら」の収量と品質の安定につながる施肥技術を紹介しました。また大豆栽培では、帰化
雑草が各地で発生し問題となっていることを受けて、除草剤を有効に使用した防除体系について、農業
普及課と協力して検討してきた成果を紹介しました。 

岐阜県地域密着研究課題

「県特産果菜類ウイルス病の簡易診断技術の開発」
（平成26～28年）成果集

RIPA法（迅速免疫診断濾紙検定法）
によるウイルス診断マニュアル

岐阜県版 （Ver.1 2017年3月作成）

（写真）左：検定ろ紙の診断結果（→：陽性）、右：診断マニュアル 

 海津地域のキュウリ産地では、メロン黄化えそウイルス（MYSV）を原

因とするキュウリ黄化えそ病が問題となっています。被害の拡大抑制に

は罹病株の早期処分が不可欠ですが、ウイルス病の診断には特殊な設備

や技術を必要とするため、迅速な対応を行う上で問題がありました。 

 そこで、生産現場で迅速かつ簡易に診断できる検定ろ紙（RIPA法：迅

速免疫診断ろ紙検定法）を作製し、診断マニュアルを作りました。この

検定ろ紙を活用することで、安定生産に向けた対応を迅速に行うことが

できます。 


